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機関番号 研究種目番号 応募区分番号 小区分 整理番号

37111 00 0 00000 0000

平成 31 年度(2019 年度)基盤研究（Ｃ）（一般）研究計画調書

平成 XX年 XX月XX日 

1版

新規

研究種目 基盤研究(C) 応募区分 一般

小区分 ××××××

研究代表者

氏名

(フリガナ) フクダイ タロウ

(漢字等) 福大 太郎

所属研究機関 福岡大学

部 局
○○学部

職 准教授

研究課題名 ××××××××××××××××××××××××

研 究 経 費

千円未満の

端数は切り

捨てる

年度
研究経費

（千円）

使用内訳（千円）

設備備品費 消耗品費 旅費 人件費・謝金 その他

平成 31 年度 1,540 500 400 220 200 220

平成 32 年度 2,020 800 710 210 200 100

平成 33 年度 720 0 360 230 0 130

度

度

総計 4,280 1,300 1,470 660 400 450

開示希望の有無 審査結果の開示を希望する

研究計画最終年度前年度応募 -- 

研究経費と使用内訳は、各経費の明細の

入力内容から自動で計算されます。 

入力した内容が反映されています。紙媒体の提出時は、作成日

の下の版数表示が 1 版以上になっているか確認してください。 

研究計画調書作成例・基盤研究（C）

いずれかの年度における研究

経費の額が、１０万円未満の

場合は、応募できません。 

「希望をする」を選択すると、採択されなかった場合の書面

審査（1段階目の審査）等の結果について電子申請システム

を通じて確認できます。 

※「開示」は応募者のみに対して行われます。 

※種目により審査結果の通知は異なりますので、公募要領

P110 を参照してください。 

※次年度の学内経費「推奨研究プロジェクト（特定）」に応

募される場合は、審査結果の情報が必要となります。 
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研究組織（研究代表者及び研究分担者） 

氏名（年齢）

所属研究機関

部局

職

学位

役割分担

平成 31 年度

研究経費
(千円)

エフォート

(%)

研

究

代

表

者

12345678 (45)

ﾌｸﾀﾞｲ ﾀﾛｳ

福大 太郎

（37111）福岡大学

（○○○）○○学部

（27）准教授

薬学博士

研究総括、データ分析、△△実験

    

   800

  

20

研

究

分

担

者

23456789 (43)

ﾆﾎﾝ ｲﾁﾛｳ

日本 一郎

（△△△△△）△△大学

（△△△）△△研究センター

（20）教授

薬学博士

◇◇◇実験、データ分析

740 10

研

究

分

担

者

   

       

           

           

           

合計 2 名 研究経費合計 1,540

-2- 00000-00-000-000-0000 

【研究協力者】 

研究代表者、研究分担者以外の者で、研究課題の遂行にあたり、協力を行う者です。（例：外国の研究機関

に所属する研究者（海外共同研究者）・企業の研究者・日本学術振興会特別研究員（DC 及び応募要件を満

たさない SPD・PD・RPD）、大学院生等の応募資格を有しない者） 

※必要に応じて、研究計画調書（添付ファイル）の研究目的、研究方法などの欄に記入してください。 

【研究代表者】 

・研究計画の遂行に関して全ての責任を持つ研究者 

・研究代表者の交替はできません。（但し、「新学術領域研

究（研究領域提案型）」の「総括班」及び「国際活動支援

班」については、所要の手続きを経て、交替を認められる場

合があります。 

【研究分担者】 

・研究計画の遂行に関して研究代表者と協力しつつ、明確な分担に応じた研究遂行責任を負い研究活動を行

い、分担金の配分を受ける者。 

・e-Rad に「科研費の応募資格有り」として研究者情報が登録されていること。 
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様式Ｓ－１４ 研究計画調書（添付ファイル項目） 

    基盤研究（Ｃ）（一般）１

１ 研究目的、研究方法など

本研究計画調書は「小区分」の審査区分で審査されます。記述に当たっては、「科学研究費助成事業における審査及び評価に関する

規程」（公募要領１０９頁参照）を参考にすること。 

本欄には、本研究の目的と方法などについて、３頁以内で記述すること。 

冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し、本文には、(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」、(2)

本研究の目的および学術的独自性と創造性、(3)本研究で何をどのように、どこまで明らかにしようとするのか、について具体的かつ 

明確に記述すること。 

本研究を研究分担者とともに行う場合は、研究代表者、研究分担者の具体的な役割を記述すること。 

（概要）

                           

                              
（本文）

※留意事項：

1.    作成に当たっては、研究計画調書作成・記入要領を必ず確認すること。

2.   本文全体は１１ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。

3    各頁の上部のタイトルと指示書きは動かさないこと。

4.   指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。

5.   本留意事項（斜体の文章）は、研究計画調書の作成時には削除すること。

（１）～（３）を項目立てして記入する。 

・全研究種目、モノクロで印刷され審査員に送付されます。印刷した際、内容が不鮮

明とならないようご注意ください！ 

小見出しや連番を付して、強調したい箇所にはアンダーラインや文字の字体を変えて

伝えたいことを理解しやすく・見やすく・読みやすく記述する。 

・各年度において成果をどういう風に公表するか検討しておくと、計画性が高く研究ノ

ウハウを有しているという期待が高まります。 

・計画通りに進まない時の対応や、複数の研究者で研究組織を構成する場合は、組織全

体としての研究遂行能力や具体的な役割を記入する。（専門外の人でもイメージしやす

いので、図版（研究体制の組織図や研究を進めるにあたってのフロー等）を用いて記述

する。

本欄には、今回応募する研究計画において何をしようとしているのか、その全体像を明らかにす

るため、研究計画調書に記載している指示に従って概要を含め記述すること。概要については、

１０行程度で記述すること。

・審査委員が研究目的を端的に把握できるように、完結にまとめること。次ページ評定要素の箇

所を参照。 

様式の改変は認められません
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【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】

基盤研究（Ｃ）（一般）２

1ページ目の続きを記入してください。 

本項目欄の 8～9割程度を埋められるように、具体的に記述してください。

評定要素について

評定基準 （基盤研究、若手研究）

〔評定要素〕

（１）研究課題の学術的重要性

・学術的に見て、推進すべき重要な研究課題であるか。 

・研究課題の核心をなす学術的「問い」は明確であり、学術的独自性や創造

性が認められるか。 

・研究計画の着想に至る経緯や、関連する国内外の研究動向と研究の位置

づけは明確であるか。 

・本研究課題の遂行によって、より広い学術、科学技術あるいは社会などへ

の波及効果が期待できるか。 

（2）研究方法の妥当性

・研究目的を達成するため、研究方法等は具体的かつ適切であるか。また、

研究経費は研究計画と整合性がとれたものとなっているか。 

・研究目的を達成するための準備状況は適切であるか。 

（３）研究遂行能力及び研究環境の適切性

・これまでの研究活動等から見て、研究計画に対する十分な遂行能力を有し

ているか。 

・研究計画の遂行に必要な研究施設・設備・研究資料等、研究環境は整って

いるか。 

〔その他の評価項目〕

研究経費の妥当性

平成 31 年度に係る「審査及び評価に関する規程」については 10 月中旬頃に

JSPS ホームページにて公開されます。
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【１ 研究目的、研究方法など（つづき）】

基盤研究（Ｃ）（一般）３
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基盤研究（Ｃ）（一般）４

２ 本研究の着想に至った経緯など

本欄には、(1)本研究の着想に至った経緯と準備状況、(2)関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ、について１頁以内

で記述すること。 

本欄には、審査委員が今回応募する研究計画についてより理解を深めるため、当該研究の

特色について、研究計画調書に記載している指示に従って記述すること。 
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基盤研究（Ｃ）（一般）５

３ 応募者の研究遂行能力及び研究環境

本欄には応募者（研究代表者、研究分担者）の研究計画の実行可能性を示すため、(1)これまでの研究活動、(2)研究環境（研究遂行

に必要な研究施設・設備・研究資料等を含む）について２頁以内で記述すること。 

「(1)これまでの研究活動」の記述には、研究活動を中断していた期間がある場合にはその説明などを含めてもよい。

研究計画調書の指示書きに従って記入すること。 

「（1）これまでの研究活動」は本研究計画の実行可能性を示すよう、本研究計画に関

連した研究活動を中心に記述すること。研究分担者がいる場合には、その想定される

役割に関連した研究活動を中心に記述すること。 

 記述に当たっては、研究業績（論文、著書、産業財産権、招待講演等）を網羅的に

記載するのではなく、本研究計画の実行可能性を説明するとともに、その根拠となる

文献等の主要なものを適宜記載すること。（投稿中の論文を記載する場合は、掲載が

決定しているものに限る。） 

 研究業績を記載する場合は、当該発表業績を同定するに十分な情報を記載するこ

と。例として、学術論文の場合は論文名、著者名、掲載誌名、巻号や頁等、発表年

（西暦）、著者の場合はその書誌情報、など。 

・産前産後の休暇及び育児休業の取得や、介護休暇の取得など、研究を中断していた

期間がある場合は、その事情を本欄に記述してもよい。 
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【３応募者の研究遂行能力及び研究環境（つづき）】

基盤研究（Ｃ）（一般）６
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基盤研究（Ｃ）（一般）７

４ 人権の保護及び法令等の遵守への対応（公募要領４頁参照）

本欄には、本研究を遂行するに当たって、相手方の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とする研究、生命倫

理・安全対策に対する取組を必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う国・地域の指針・法令等を含む）に基づく

手続が必要な研究が含まれている場合、講じる対策と措置を、１頁以内で記述すること。 

個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査・行動調査（個人履歴・映像を含む）、提供を受けた試料の使用、ヒト 遺伝

子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の倫理委員会等における承認手続が必要となる調査・研

究・実験などが対象となります。 

該当しない場合には、その旨記述すること。 

本研究は○○なので、倫理委員会等の承認が必要な研究計画には該当しない。

・「1 研究目的、研究方法など」欄に記述した内容と照らして記述してください。対応

が必要な研究内容で本欄が未記入の場合、審査委員によってはマイナス評価になりま

す。研究計画を遂行するにあたって「人権の保護及び法令等の遵守への対応」でどのよ

うな対策と措置を講じるのかを詳細に記述してください。 

（相手の同意やコンセンサスを必要とする研究課題・ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組

み換え等の研究課題 など） 

・該当しない場合には、必ず「本研究は○○なので該当なし」等と記述してください。 
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基盤研究（Ｃ）（一般）８

５ 研究計画最終年度前年度応募を行う場合の記述事項（該当者は必ず記述すること（公募要領２４頁参照））

本欄には、本研究の研究代表者が行っている、平成 31 年度が最終年度に当たる継続研究課題の当初研究計画、その研究によって得

られた新たな知見等の研究成果を記述するとともに、当該研究の進展を踏まえ、本研究を前年度応募する理由（研究の 展開状況、

経費の必要性等）を１頁以内記述すること。 

該当しない場合は記述欄を削除することなく、空欄のまま提出すること。 

研究種目名 課題番号 研究課題名 研究期間
      平成 年

度～平成
31 年度 

当初研究計画及び研究成果

前年度応募する理由

「研究計画最終年度前年度の応募」として新規に応募する場合（公募要領 P24 参照）は、研究

計画調書に記載している指示に従い、各項目について１０行程度で記述すること。該当しない

場合は記述欄を削除することなく、空欄のまま提出すること。 
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研究経費とその必要性 
基盤研究（Ｃ）（一般）９－（ ） 

（金額単位：千円） 

年度
設備備品費の明細 消耗品費の明細

品名・仕様 設置機関 数量 単価 金額 事項 金額

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

                    

               

               

               

                     

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

               

設備備品費、消耗品費の必要性

消耗品は薬品、実験用動物、ガラス器具等その品目毎に入力してください。 

「金額」欄は、すべて千円単位で入力してください。 

・入力した経費の必要性・積算根拠について入力してください。

・いずれかの年度において、「設備備品費」が当該年度の全体の研究費の

90％を超える場合、及び「消耗品費」で特に大きな割合を占める経費が

ある場合には、当該経費の研究遂行上の必要性についても入力しなけれ

ばなりません。 

福岡大学では、H30 年度より１組または１品が税込１０万円以上の機械器具・什

器備品（図書を除く）を設備備品としています。機械器具の場合は、単に○○一

式とするだけでなくその内訳も入力してください。税込１０万円未満のものは、

消耗品費に計上してください。 

図書は「設備備品費」、雑誌・小冊子・資料など一時的な利用価値しかないもの

は「消耗品費」に計上してください。  

多数の図書、資料を購入する場合は、「西洋中世政治史関係図書」のようにある

程度、図書、資料の内容が判明するような表現で入力してください。 
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基盤研究（Ｃ）（一般）１０－（ ） 

（金額単位：千円） 

年度
国内旅費の明細 外国旅費の明細 人件費・謝金の明細 その他の明細

事項 金額 事項 金額 事項 金額 事項 金額

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

                 

旅費、人件費・謝金、その他の必要性

・経費を計上する場合には、その必要性について必ず入力してくださ

い。

・いずれかの年度において、「旅費」又は「人件費・謝金」のいずれか

の費目が全体の研究費の 90％を超える場合、及び「その他」で特に大

きな割合を占める経費がある場合には、当該経費の研究遂行上の必要

性についても入力してください。 

・「金額」欄は、すべて千円単位で入力してください。 

【旅費】 

国内外旅費ともに行き先・期間等を入力してください。学会など開催地が決まっていない場合

でも、積算根拠とした都市名を入力し、金額を計上してください。 

【人件費・謝金】 

資料整理、実験補助、翻訳・校閲を本業でない人に頼む場合、専門的知識の提供、アンケート

配付及び回収等を行う研究協力者に係る謝金、その事項ごとに入力すること。 

※アルバイトの通常時間単価は 840 円です。 

（例：資料整理（内訳：○人×月）・（△△千円） 

【その他】 

 設備備品費、消耗品費、旅費、人件費当該研究を遂行するための経費 

 例）翻訳・校閲を業者へ依頼する場合、印刷費、複写費、現像・焼付費、通信費（切手、電話

等）、運搬費、研究実施場所貸上代（研究機関の施設において補助事業の遂行が困難な場合に限

る）、会議費（会場借料、食事（アルコールは除く）費用等）、レンタル費用（コンピュータ、

自動車、実験機器及び器具等）、機器修理費用、旅費以外の交通費、研究成果発表費用（学会投

稿料、HP 作成費用、研究成果広報用パンフレット作製費用、一般市民を対象とした研究成果広

報活動費用等）、実験廃棄物処理費等、その事項ごとに入力すること。 

・英文校正料については、翻訳料・校閲を本業とする個人や団体に業務を依頼する場合は「その

他」、本業ではない個人に依頼する場合は、「人件費・謝金」の費目に計上してください。
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研究費の応募・受入等の状況 

（１）応募中の研究費 

基盤研究（Ｃ）（一般）１１－（ ）

研究者氏名

資金制度・研究

費名（研究期間

・配分機関等名）

研究課題名

（研究代表者氏名）
役割

平成 31 年度

の研究経費

(期間全体の額)

エフォ

－ト

（％）

研究内容の相違点及び他の研究費に加えて

本応募研究課題に応募する理由
(科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額）

【本応募研究

課題】

基盤研究（C）
（一般）

（H31～H33）

  

 ○○○○

代表

  800

（2,780）

(千円)

20

   

                         

 （総額 4,280 千円）

特別推進研究
（H31～H33）

 △△△
代表

  50,000

(250,000)

(千円)

 －

▼▼▼という点で、本申請課題とは異

なり、当該研究課題では■■■を目的

とする。

        （総額 500,000 千円）

基盤研究（B）
（H31～H34）

□□□□□

（福岡 花子） 分担
500

(1,000)

(千円)

5
○○○という点で、本申請課題とは異
なり、当該研究課題では■■■を目的
とする。

○○プログラ

ム

（H31～H32・
◇◇大学）

△△△△△

   

代表   20,000
       (50,000)

(千円)

   30
×××という点で、本申請課題とは異
なり、当該研究課題では△△△を目的
とする。

（総額 100,000 千円）

     

今回応募する課題につい

ては、研究組織欄に入力

した金額が自動表示 

重複応募が可能であって

も、重複して採択されるこ

とのない種目を記載する場

合は、「－」を入力。 

「役割」が、代表の場合 

・上段に H31 年度に研究代表者が使用する予定の直接経費の額（H31 に分担金として配分

する額を含まない。応募中のものは応募額）を入力。 

・下段に（ ）書きで研究期間全体の研究代表者が使用する直接経費の総額（予定額）

（研究分担者に配分予定の研究機関全体の直接経費を含まない額）を入力。 

「役割」が、分担の場合 

・上段に H31 年度に本人が受け入れ自ら使用する分担金の額（予定額）を入力。 

・下段に（ ）書きで研究期間全体で自ら使用する分担金の総額（予定額）を入力。 

研究課題全体の直接経費の額（研究代

表者の使用予定額と研究分担者の使用

予定額を合わせた額）を入力。  
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（２）受入予定の研究費 基盤研究（Ｃ）（一般）１１－（ ）

資金制度・研究

費名（研究期間

・配分機関等名）

研究課題名

（研究代表者氏名）
役割

平成 31 年度

の研究経費

(期間全体の額)

エフォ

－ト

（％）

研究内容の相違点及び他の研究費に加え

て 本応募研究課題に応募する理由
(科研費の研究代表者の場合は、研究期間全体の受入額)

◎◎助成事業

（H29～H31）
（○○機構）

□□□□□
代表 1,000

（4,000）
10

■■■という点で、本申請課題とは異な

り、当該研究課題では○○○を目的とす

る。

（総額 20,000 千円）

◇◇推進費
（H30～H31）
（△△△△）

□□□□□

（福岡 花子） 分担 300
（1,200）

(千円)

5
◇◇◇という点で、本申請課題とは異な

り、当該研究課題では△△△を目的とす

る。

     

(千円)

   

     

(千円)

   

(千円)

   

（３）その他の活動 30

合 計 
100

（％）

教育活動などのエフォート、他研究者の科研費

の研究協力者として参画する研究課題に係るエ

フォートは、この欄に含まれ、自動で算出され

ます。 

特に名称のない資金等

は、当該資金の内容がわ

かるような名称を入力。 

≪エフォートとは≫

研究者の年間の全仕事時間を 100%とした場

合、そのうち当該研究実施に必要となる時間

の配分率（%）を指します。 

なお、「全仕事時間」とは研究活動の時間の

みを指すのではなく、教育活動等を含めた実

質的な全仕事時間を指します。 
（当該研究課題にかける情熱度ではありません） 

応募時点で H31 年度の正確な配分額が分か 

らない場合も、おおよその金額を入力。 

エフォートの合計が 100％を

超えた場合はエラーが表示

されますので、修正してく

ださい。 


